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前中期経営計画
の総括

364 396
267

380

4,970
4,585

3,973

4,500

営業利益(億円)

売上高(億円）

業績目標の達成状況

グローバル５０００

06年度実績 07年度見通し 目標(08年度)05年度実績
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主なM&Aへの取り組み

• 2006年度 日北酸素(株)
Linweld Inc.(米国)
旧BOCヘリウム事業(米国)

• 2007年度 刈谷酸素(株)

事業統合の実績

大陽日酸エネルギー九州(株)（九州地区LPガス事業）

大陽日酸エネルギー中部(株)（中部地区LPガス事業）

日本液炭(株)（炭酸ガス事業)

四国大陽日酸(株)（四国３県のガス事業）

サーンテック(株)（西日本地区溶接機材･ガス事業）

など
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大陽日酸グループ

新中期経営計画
「「Stage Up 10Stage Up 10」」

～グローバル企業への挑戦～グローバル企業への挑戦ⅡⅡ～～

の概要

大陽日酸グループ

新中期経営計画

「「Stage Up 10Stage Up 10」」
～グローバル企業への挑戦～グローバル企業への挑戦ⅡⅡ～～

「アジア発のメジャー」「アジア発のメジャー」からから

「グローバル企業」「グローバル企業」への挑戦への挑戦
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大陽日酸グループが目指すトリプル１０トリプル１０

「世界シェア「世界シェア１０％１０％」」を目指す

「営業利益率「営業利益率１０％以上１０％以上」」を目指す

「ＲＯＣＥ「ＲＯＣＥ１０％以上１０％以上」」を維持・継続する

リンデ
（ＢＯＣ含む）

２４％

エア・リキード
２１％

プラックスエア
１２％

エアプロダクツ
１２％

大陽日酸
６％

その他
２５％

※ Chemical Week記事及び、
各社Annual Reportを基に

当社にて試算

メーカー別マーケットシェア
（2006年度）
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新中計の重点テーマ

●●収益を伴った成長の加速収益を伴った成長の加速

●●グローバル化の推進グローバル化の推進

●●コストダウンの追及コストダウンの追及

●●グループ経営の強化グループ経営の強化

事業戦略

１．成長市場・成長地域への１．成長市場・成長地域への

経営資源の集中経営資源の集中

➤エレクトロニクス

➤北米

➤中国・アジア
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事業戦略

２．川上戦略の強化２．川上戦略の強化

➤米国ヘリウム生産計画

➤エレクトロニクス向け特殊ガスや

レアガスでのメーカーポジション

への進出

事業戦略

３．Ｍ＆Ａ戦略の推進３．Ｍ＆Ａ戦略の推進

NewarkNewark

CucamongaCucamonga

MorrowMorrow

LongmontLongmont

KyleKyle

AlbuquerqueAlbuquerque

GloucesterGloucester

New JohnsonvilleNew Johnsonville

MontgomeryvilleMontgomeryville

LaPorteLaPorte

PortlandPortland

PhoenixPhoenix
DallasDallas

Basking RidgeBasking Ridge

StaffordStafford

VacavilleVacaville

IrwindaleIrwindale

IrvingIrving

OdessaOdessa

San AntonioSan Antonio
West Palm BeachWest Palm Beach

WaxahachieWaxahachie

WestlakeWestlake
DelisleDelisle

TwinsburgTwinsburg

JolietJoliet

WaverlyWaverlySan JoseSan Jose

GonzalesGonzales

SCPSCP

VernonVernon

Specialty Gas LocationsSpecialty Gas Locations
Packaged Gas Locations
Acetylene Facility
Five Star Gas & Gear 

TRI-TECH Locations
Air Separation Plants
Linweld Locations
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事業戦略

４．新規事業領域の創出・拡大４．新規事業領域の創出・拡大

➤基盤技術・ガス応用技術を

ベースとした新たなガス需要の

掘り起こし

➤潜在ガス需要への取り組み

事業戦略

５．コストダウンの実行５．コストダウンの実行

➤物流の効率化・最適化

➤プラント・機器製作の
効率化・最適化
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事業戦略

６．グループ経営の強化６．グループ経営の強化

➤販売･生産拠点の統合・再編

➤関係会社の整理・統合

事業戦略

７．人材育成７．人材育成

➤グローバル化に対応した人材の育成

➤グループ全体での人材の登用、活用
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新中期経営計画
2010年度目標

2010年度ターゲット指標

売上高売上高 ６０００億円＋６０００億円＋αα

営業利益営業利益 ５４０億円以上（５６０億円以上５４０億円以上（５６０億円以上**））
ＲＯＣＥＲＯＣＥ １０％以上１０％以上

4,970
4,585

3,973

6,000

267 364 396
540

売上高(億円)

営業利益（億円） ＋α

（新中計最終年度）

グローバル５０００
（2006-2007）
アジア発のメジャーを目指して

Ｓｔａｇｅ Ｕｐ １０
（2008-2010）

グローバル企業への挑戦Ⅱ

05年度実績 06年度実績 07年度見通 10年度計画

*会計制度変更による米国のれん償却前
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ガス事業部門

2,800

2,145

1,690

158
218

343

売上高（億円）

営業利益(億円)

事業部門別目標（１）

電子機材事業部門

99
143

184

1,800

1,225
1,144

営業利益(億円)

売上高（億円）

05年度実績 06年度実績 新中計目標値
(10年度)

新中計目標値
(10年度)

06年度実績05年度実績

事業部門別目標（２）
オンサイト・プラント事業部門

82
100 113

650

535
490

営業利益（億円）

売上高（億円）

メディカル事業部門

10 9
18

200

138
117

営業利益(億円)

売上高（億円）

ＬＰガス事業部門

1
6

13

530

425
415

営業利益(億円)

売上高（億円）

05年度実績 06年度実績 新中計目標値
(10年度)

05年度実績 06年度実績 05年度実績 06年度実績新中計目標値
(10年度)

新中計目標値
(10年度)
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戦略的投資の継続

3年間(08～10年度）の戦略的投資  2000億円

その他
30% エレクトロニ

クス事業＋
海外事業

70%

成長市場・成長地域成長市場・成長地域
への集中投資への集中投資
14001400億円億円

CSR経営の推進

• 安全・保安・品質保証の徹底

• コンプライアンスの徹底

• 地球温暖化防止に向けた取り組み



13

株主還元方針

連結配当性向２５％以上を目安として、

積極的に株主還元に努める。

なお、当期の年間配当につきましては、現時点では平成20年2月15
日付にて発表致しました第3四半期財務・業績の概況の通り、1株当た
り12円(中間配当6円を含む)の予想を変更しておりません。

大陽日酸グループ 企業理念

「進取と共創。ガスで未来を拓く。」「進取と共創。ガスで未来を拓く。」

大陽日酸グループは大陽日酸グループは

「グローバル企業への挑戦」「グローバル企業への挑戦」

をグループビジョンとして、をグループビジョンとして、

更なる発展を目指します。更なる発展を目指します。
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注意事項

• 本資料は、証券取引上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正
確性、完全性を保証するものではありません。

• また、本説明会及び本資料には将来に関する計画や戦略、業績に関する予
想や見通しが記述されておりますが、これらは現時点で入手可能な情報に
より当社が判断、想定したものであり、実際の業績は様々なリスクや不確
実性(経済動向、市場需要、為替レート、税制や諸制度等がありますが、こ
れらに限りません。）を含んでおります。

• このため、現時点での見込みとは異なる可能性がございますことをご承知
おきいただき、本資料のみに依拠して投資判断されますことはお控えくだ
さいますようお願い致します。

以 上


